





















      基礎編：解析ソフト(UDAS)を用いたプロットの作成 
   応用編：スペクトル解析(コヒーレンス、S変換) 
                   相互相関解析 









     IUGONETプロダクトの弱点を指摘してもらい、今後の開発過
程の参考要素として取り組む。 
3．成果物の増産 
    多くの研究者がIUGONETのプロダクトを利用することで、太陽
地球系の多様な研究が促進されれば、我々開発者の成果だけ
でなく、各機関のデータ提供もとの成果にもなる 














































Regional network in 
Indonesia (1992- )  
流星レーダー 




































中心周波数:  33.3 MHz 
                       37.7 MHz 
























1] (1) ビアクとコトタバン流星レーダーデータ解析-1 
> timespan, '2011-11-1',152, /day 
    (2011/10/01から152日分のデータの日時指定) 
> iug_load_meteor_rish, site = 'ktb', parameter = 'h2t60min00', length = 
'1_month' 
   ビアク：bik、コトタバン：ktb 
   bik:2011/5/31、ktb:2002/11/15以降 
   パラメタは、4つ選択可で、‘h2t60min00’以外にも‘h2t60min00’、
‘h2t60min30’、と‘h4t60min30’が選択可能 







1] (1) ビアクとコトタバン流星レーダーデータ解析-1 
> tplot_names （tplot変数名の確認） 
  風速2成分とその分散、流星痕のtplot変数がロードされていることを確
認 
     なお、キーワード’/ verbose’をくわえて、 tplot_names,1,/verbose とす
れば、選択したtplot変数の中身が表示される。 
> tplot, ‘tplot変数名’  
 ⇒指定したtplot変数のデータのプロットが出力される。 
   ※複数のプロットをしたい場合は、以下のようにする。   







1] (2) ビアクとコトタバン流星レーダーデータ解析-2 




    (ex. > zlim, 'iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00‘, -100, 100) 










1] (2) ビアクとコトタバン流星レーダーデータ解析-2 
> tsmooth_in_time, ‘tplot変数名’, 時間(秒) 
    例えば、東西風速の6時間の移動平均値を求めたい場合、tplot変数名の
ところに東西風速を表すtplot変数名を、時間のところに21600秒をいれ
る。 









1] (3) ビアクとコトタバン流星レーダーデータ解析-3 
> tlimit, ‘tplot変数名’, 開始日時、終了日時 (時刻範囲変更) 
  (ex. > tlimit, ‘2011-12-01’, ‘2012-03-01’) 







































> popen, ‘ 保存するファイル名’ 
   ex. popen, ‘test’ 
> tplot    
> pclose  
 [pngファイルへの保存] 
> makepng, ‘保存するファイル名’ 






> tplot_save, ‘tplot変数名’,       
filename=‘**’ 
   ex. tplot_save, ‘**’, filename= ‘**’ 
 [テキストファイルへの保存] 
 tplot_ascii, ‘tplot変数名’ 





     ●クロススペクトル、コヒーレンス解析 
          ビアクとコトタバンにおける中間圏・下部熱圏風の卓越周波数成分を調
べるとともに、両者のスペクトルの相関を見るためにコヒーレンス解析を
行う 
     ●S(Stockwell)変換 
         上記の解析で見られた卓越周波数成分の振幅変動の様子を捉えるととも
に、時間とともに周波数が変化していないかを調べる 







> split_vec, ‘tplot変数名’ 
   例えば、東西風速の各高度毎に分けたtplot変数を作成したい場合、tplot変
数名のところに東西風速を表すtplot変数名をいれる。 
    このまま実行すると、入力したtplot変数名の後に’_**’という番号が付け
加わったtplot変数名が生成される。 
>split_vec,'iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00‘ 
   ※このパラメタの場合、高度70-110kmまでの範囲に2km毎にデータが並
んでいるので、tplot変数名の最後の数字からどの高度かの見当がつく。 
     高度 = 70 + 番号*2  







> udata_interpolation, ‘tplot変数名1’, , ‘tplot変数名2’ 
    ビアクとコトタバン上空の東西風速の各高度毎に分けたtplot変数に格納
されたデータの補間を行う場合、tplot変数名のところに各観測点の東西
風速を表すtplot変数名をいれる。 




    これを実行すれば、以下のtplot変数が生成される。 
    iug_meteor_bik_uwnd_h2t60min00_interpol 
    iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00_interpol 







Start Time : 2011-11-01/00:00:00 
End Time : 2012-03-27/23:00:00 
       3600.0000  [sec] : Time Interval 
        3648 : number of iug_meteor_bik_uwnd_h2t60min00_10 data 
        3552 : number of iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00_10 data 
        3552 : number of iug_meteor_bik_uwnd_h2t60min00_10_interpol data (interpolated 
iug_meteor_bik_uwnd_h2t60min00_10 data) 
        3552 : number of iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00_10_interpol data (interpolated 
iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00_10 data) 
     340 : interpolation number of iug_meteor_bik_uwnd_h2t60min00_10_interpol data 



















> uspec_coh, ‘tplot変数名1’,  ‘tplot変数名2’, wd=1 
   データ補間で生成されたtplot変数に格納されたデータについてクロスス
ペクトル、コヒーレンス解析を行う場合、tplot変数名のところに各観測
点の東西風速を表すtplot変数名をいれる。 





  ※この解析を行う前に、必ずデータ補間の作業を行っておく。 
      wdはプロットwindowの番号であり、南北風では、wd=2とすると、 







































     時間的に周波数と振幅が急激に
変化する現象を捉えることが可
能 
     ⇒地磁気分野：Pi 2脈動、磁気イ
ンパルス現象 









> ustrans_pwrspc, ‘tplot変数名’, /abs, /sampling  
   データ補間で生成されたtplot変数に格納されたデータについてS変換解析
を行う場合、tplot変数名に各観測点の東西風速を表すtplot変数名をいれ
る。 




    このまま実行すると、入力したtplot変数名の後に’_stpwrspcが付け加
わったtplot変数名が生成される。 
    通常のプロットコマンド(tplot, ‘tplot変数’)を入れればS変換した時系列プ
ロットが得られる 






> ylim, ‘tplot変数名’, 0, 500 
   y軸の調整を行う。 
   そのままでは、高周波のスペクトルがつぶれて見えない 
   S変換で生成されるtplot変数群 
   ‘iug_meteor_bik_uwnd_h2t60min00_10_interpol_stpwrspc’ 
   ‘iug_meteor_bik_vwnd_h2t60min00_10_interpol_stpwrspc’ 
   ‘iug_meteor_ktb_uwnd_h2t60min00_10_interpol_stpwrspc’ 
   ‘iug_meteor_ktb_vwnd_h2t60min00_10_interpol_stpwrspc’  
> options, ‘tplot変数名’, ytitle =‘MW-bik!Cuwind at 90 km!Cperiod [hour]’ 
   y軸のキャプションを変更する。 











































  選 help                      explains all the keywords and parameters 
  選 verbose                flags errors and size 
  必 samplingrate        if set returns array of frequency 
  選 maxfreq                maximum frequency performing the S transform 
  選 minfreq                 minimum frequency performing the S transform 
  選 freqsmplingrate    frequency interval  
  選必 power               returns the power spectrum 
  選必 abs                   returns the absolute value spectrum 
  選 Rremoveedge      removes the edge with a 5% taper, and takes out 






〇ustrans_pwrspc,‘wdc_mag_kak_1min_xyz_x_avg’, /abs ,/sampling, 
/verbose   
[以下のようなメッセージがコンソール画面に出力] 
   Performing S transform: 
   Not complex data, finding analytic signal. 
   Minimum Frequency is 0. 
   Maximum Frequency is 372. 
   Frequency sampling rate is 1. 
   The number of frequency elements is 373. 
   Calculating Local Amplitude Spectra. 
〇S変換はPCのメモリをかなり必要とするので、長期間のデータを解析す
るときには注意を要する 
6. まとめ 
●今回の解析講習会では、赤道中間圏・下部熱圏領域の風速変
動の統合解析演習を行った。ＴＤＡＳには実装されていな
い高度なスペクトル解析(コヒーレンス、S変換)を行ったが、
これらのプログラムが将来的にUDASに実装される予定であ
る。 
●この解析講習会を通じて、各種の分野の異なるデータの統合
解析の手法とUDASの使用法を学んだわけであるが、これ以
外にもIUGONETプロジェクトでは、多くの超高層観測デー
タ(MLT領域の風速場など)の検索、解析ソフトを公開してい
るので、皆さんは、ドシドシ使い倒してほしい。 
●今後も解析ツールの修正や公開データの種類の増加に伴う
アップデートがなされるので、IUGONETのホームページを
時折、見て確認してほしい。 
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